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YOSS検索

こんなお悩みありませんか？

自殺、いじめ、不登校、貧困、虐待…
生徒たちの困難が現実化する前に未然
に予防したい

「気になる子」がいる…
でもどう対応すればよいか、どうやって
社会支援につなげればいいのかわから
ない

こどもの学習支援も生活課題対応も、
全て担任の先生ひとりが抱えている

こどもが主観的に発するSOSを拾い上
げるシステムは導入したけれど…
もれなくキャッチできてるのか不安

その課題、YOSSが解決します

  全員をみる。
だから未然に防げる。

全数把握・継続的観察で潜在的リスクをキャッチ。
だれも、いつも、とりのこさない。

  “打つべき一手”がわかる。

推奨アクションのサジェスト機能を内蔵。
こどもひとりひとりに対し、効果的な関わり方を
提案。

  チームをつくる。
  チームでとりくむ。

全ての児童に対し、スクリーニング会議・校内
チーム会議で対応。300校以上の実証研究をも
とに開発した組織能力向上の機会を提供。

  

 業務負担を軽くする。

教育現場のオーバータスクを解消するクラウド
ツールの導入と専門家の関与。チームとして協
働することで心理的負担も軽減。

YOSSは、AIクラウドを活用しながら、学校現場で散在する客観的データを用いて児童生徒
全員をスクリーニングし、潜在的に支援が必要なこどもを可視化、こどもたちを身近な地域
資源等の支援につなげる早期発見・早期ケアの仕組みです。

既に46自治体3３7校以上に導入実績があり、具体的な効果として、不登校児童生徒数が
1/3に減少、遅刻早退などが7割改善、諸費滞納が8割改善という自治体が生まれています。
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YOSS公式HP、SNS公開中！
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大阪公立大学とパナソニック・コネクト株式会社は、すべての子どもたち
の潜在的なリスクを早期にキャッチし適切な支援につなげるYOSSの機能
をクラウド上にシステム構築した、「YOSS クラウドサービス」を2022年
12月1日から全国の小中学校などの教育現場に提供開始しました。

https://connect.panasonic.com/jp-
ja/products-services/yoss-cloud-
service/top

大阪公立大学山野研究室は、実際にYOSSを導入した小中学校に対し、
YOSSの導入研修を提供するとともに、YOSSの実施に不可欠なスクリー
ニング会議と校内チーム会議の構築・運営を、YOSS及びスクールソーシャ
ルワークに精通したコーディネーターが出張サポートします。

本サポートを受け、「気になる子」の抽出から実際
に支援につなげるところまでを学校内外の人的リ
ソースをフル活用したチーム体制で行うことで、
YOSSが真に機能し、リスクある子どもの抽出精度、
支援の実施率と実施速度が大幅に向上します。また、
本サポートにより、文部科学省の政策目標にも掲げ
られる「チーム学校」を実現することで、学校組織の
基礎能力向上にも貢献します。

YOSSマイスター講座は、YOSSの効
果を最大化し教員の負担軽減と教育現
場の諸問題の改善を推進する「YOSS
マイスター」を養成するプログラムです。
年２～３回を目安に提供され、YOSSに
ついて学び、２つの会議を効果的に進め
るファシリテーション技術を身につけて、
チーム学校と子どもの未来の可能性を
拓くことを目指します。

※グッドデザイン賞2023受賞

【児童生徒への効果】
自らいなかったり、SOS
の声をあげることが困難
であっても、手を差し伸べ
てもらいやすくなります。
「気になる」を超えて、「実
際に支援される」まで進む
可能性が格段に上がりま

す。

自らの苦境を認識していな
かったり、SOSの声をあげ
ることが困難であっても、
手を差し伸べてもらいやす
くなります。「気になる」を
超えて、「実際に支援され
る」まで進む可能性が格段
に上がります。

【教員への効果】
自らの苦していなかっ

たり、SOSの声をあげる
ことが困難であっても、
手を差し伸べてもらいや
すくなります。「気になる」
を超えて、「実際に支援さ
れる」まで進む可能性が
格段に上がります。

児童への理解が深まり、支
援が必要な生徒児童への
対応がスムーズに行えま
す。「チーム学校」が組織さ
れ、担任に対する丸投げや
抱えこみが解消され、教員
と学校全体の能力がとも
に向上します。

【SSW/SCへの効果】
自らの苦境を、SllOSの
あげることが困難であっ
ても、手を差し伸べてもら
いやすくなります。「気に
なる」を超えて、「実際に
支援される」まで進む可能
性が格段に上がります。

リスクあるこどもの発見と
支援を迅速に行えること
で、重大事案の予防につな
がります。教育現場と福祉
行政の連携や、地域資源の
開拓も効果的に進められ、
社会的役割がより広く果
たせるようになります。

【自治体への効果】
声をあげることが困難
であっても、手を差し
伸べてもらいやすくな
ります。「気になる」を
超えて、「実際に支援
される」まで進む可能
性が格段に上.がりま

す。

こどもたちの課題やリ
スクに関するデータが
クラウドに蓄積され、
データを活用した研究
結果の提供も可能なた
め、公共政策としての
教育支援・こども家庭
支援等に役立ちます。
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